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平成 20年 2月期中間期及び通期業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 
 
平成 19年 4月 17日に「平成 19年 2月期決算短信（連結）」、「平成 19年 2月期個別
財務諸表の概要」で発表しました、当社の平成 20年 2月期中間期および通期業績予想
を下記の通り修正するとともに特別損失についてお知らせいたします。 
 
                  記 
 

１．連結業績予想 
（１）中間期業績予想数値の修正  
                               （単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） １１，８２４ ６０３ ４６４

今回修正予想（Ｂ） １０，９４９ ７２０ ９９３

増減額（Ｂ－Ａ） △８７５ １１６ ５２８

増減率 △７．４％ １９．２％ １１３．７％

前期実績（平成 18年 8月期） ９，２２０ △１７２ △８，４６５

 
（２）通期業績予想数値の修正                 

  （単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ２４，１８０ １，４３２ １，５７５

今回修正予想（Ｂ） ２２，２６５  １，４３３ １，５０６

増減額（Ｂ－Ａ） △１，９１５ 1 △６９

増減率 △７．９％ ０．０％ △４．４％

前期実績（平成 19年 2月期） １６，９４３ １１３ △８，４７９

 



 
 
２．個別業績予想 
（１）中間期業績予想数値の修正  

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） １１，６９６ ５３２ ３９３

今回修正予想（Ｂ） １０，９４８  ６５６ ９２９

増減額（Ｂ－Ａ） △７４７ １２４ ５３６

増減率 △６．３％ ２３．３％ １３６．３％

前期実績（平成 18年 8月期） ９，１２２ ２４６ △８，７４３

 
（２）通期業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ２３，９９７ １，３０３ １，４６４

今回修正予想（Ｂ） ２２，２６４ １，３１０ １，３８９

増減額（Ｂ－Ａ） △１，７３３ ６ △７５

増減率 △７．２％ ０．５％ △５．１％

前期実績（平成 19年 2月期） １６，９３４ △３９ △８，８７８

 
３．連結業績予想修正の理由 
（１）中間期業績予想の修正理由および特別損失の発生 
 当中間期の連結業績につきましては、７店の新規出店と不採算店 11店の閉鎖を行うとと
もにコスト削減と効率化を実施し利益体質強化を図りました。売上高では居酒屋部門の既

存店の客数が計画通り延びなかったことおよび出店の遅れが 2 店舗あったことから計画に
対して 7.4％減となりました。 
一方、経常利益では、売上は達成できなかったもののコスト削減と業務効率化により計

画を達成し、計画に対して 19.2％増となりました。 
当期中間純利益では、当期中間の決算処理において特別損失 271 百万円を計上したもの
の、当中間期が堅調に推移し、通期の業績も順調であると予想されることから税効果会計

による繰延税金資産計上を当中間期末で 596 百万円計上したため、中間純利益が当初予想
を上回る見込みであります。 
 上記特別損失の内訳は以下のとおりです。 
 減損損失       179百万円 
 固定資産除却損     40百万円 
 貸倒引当金繰入額    15百万円 
 閉店損失引当金繰入額  14百万円 
 投資有価証券評価損   13百万円 



 その他特別損失      7百万円 
 特別損失合計     271百万円
 7店舗の固定資産およびリース資産の減損損失 179百万円、17店舗の店舗設備の除却損
40百万円、長期未収入金に対する貸倒引当金繰入額 15百万円、当中間期以降に閉店を予定
する 5店舗の退店費用について閉店損失引当金繰入額 14百万円、投資有価証券のうち下落
の著しい銘柄について投資有価証券評価損 13百万円、当中間期以降に発生する取引解約違
約金 4 百万円および閉鎖店舗の商品売却差額金 3 百万円についてその他特別損失 7 百万円
を計上しました。 
  
（２）通期業績予想修正の理由 
通期の売上高、利益見通しにつきましては、中間期の進捗状況に加え、中間期に減損損

失等の特別損失 271 百万円を計上したことから売上及び当期純利益について計画を修正す
るものです。 
 
４．個別業績予想修正の理由 
（１）中間期業績予想修正理由および特別損失の発生 
 連結業績予想修正理由と同様の理由により売上高では計画に対して 6.3％減となりまし
たが経常利益では計画を達成し 23.3％増となりました。当期中間純利益では特別損失 277
百万円を計上したものの税効果会計による繰延税金資産計上を当中間期末で 594 百万円計
上したため、中間純利益が当初予想を上回る見込みです。 
 上記特別損失の内訳は以下のとおりです、 
 減損損失       184百万円 
 固定資産除却損     42百万円 
 貸倒引当金繰入額    15百万円 
 閉店損失引当金繰入額  14百万円 
 投資有価証券評価損   13百万円 
 その他特別損失      7百万円 
 特別損失合計     277百万円

7店舗の固定資産およびリース資産の減損損失 184百万円、17店舗の店舗設備の除却損
42百万円、長期未収入金に対する貸倒引当金繰入額 15百万円、当中間期以降に閉店を予定
する 5店舗の退店費用について閉店損失引当金繰入額 14百万円、投資有価証券のうち下落
の著しい銘柄について投資有価証券評価損 13百万円、当中間期以降に発生する取引解約違
約金 4 百万円および閉鎖店舗の商品売却差額金 3 百万円についてその他特別損失 7 百万円
を計上しました。 
  
（２）通期業績予想修正の理由 
通期の売上高、利益見通しにつきましては、中間期の進捗状況に加え、中間期に減損損

失等の特別損失 277 百万円を計上したことから売上及び当期純利益について計画を修正す
るものです。                                以上 
 


